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図書紹介・ New Publications

本書の意図は,水族館が,水生生物の保護や研究,教育啓発

活動を担う総合的な生涯学習機関であることを読者に認識して

もらうことにあるという.た しかにその意図は果たされている

と思うが,私 はそれ以上に,水族館で働きたいという希望をも

つ人が水族館の可能性や水族館で働 くことの現代的な意義をさ

らに深く考えるための貴重な情報源のひとつになっていると思

う.本書は,水族館で働 く魅力を生き生きと読者に語りかけて

くる.水族館に勤務している全ての人が自分の望む仕事を担当

できるわけではないだろうが,希望業務を担当することができ

れば,情熱次第でかなりのことができることが読み取れる.そ
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水辺の小わざ.一「水辺の小わざ」プロジエクトチーム (著 )

(濱野龍夫・伊藤信行,編 ).2007。 山口県土木建築部河川

課,山口.256 pp.2,500円 (税込・送料別)。 本書は,独立

行政法人水産大学校の濱野氏と山口県土木建築部河川課の伊

藤氏を中心とした「水辺の小わざ」プロジエクトチームの 2

年間の成果を纏めたもので,河川の生態系を保全復元するた

めの山口県版,安価な工法・工夫事例集である.それにとど

まらず,河川区分,水質,生物,環境,漁業などの解説を加

え,総合的な川のハンドブックとなっている。「小わ利 なが

ら,いい所の拾い取りをできるものが少なくないはず.山 口

県土木建築部によるサイトhttp://www.pre■ yamaguchi。 lgojp/

cms/a18600/kawadukuri/kowaza.htmlま たは水産大学校研究室

HPのサイトhttp:〃
…

2.nsh― u.acjp/LAIZ/topics/kowaza/に 解説

と申込方法,申込用紙があるので,フ アクスにて山口県刊行

物普及協会 (083-923… 9139)|こ 申し込む。   (酒 井治己)
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新知見紹介

有明海で採集されたコウライマナガツオ

〃物η ″s θελli4θ gα s″θr caughtin Ariake Sound,Kyushu

写真の魚 (図 1)は ,有明海奥部の六角川河口で “あ

んこう網"(潮待ち網の一種)を操業する佐賀県白石市

ういった意味で,水族館に興味のある読者はもちろんのこと,

水族館勤務を望む人にとくにお勧めしたい.

最後に,編者によれば,水族館での様々な研究活動に焦点を

絞った姉妹書の出版を準備中であるという.そちらの出版も楽

しみに待ちたい。

(荒 山和則  Kazunori Arayama〒 311-3512茨 城県行方市

玉造甲 1560 茨城県内水面水産試験場  c― mail:arakichi@

ignaisuishioecnetjp)

種を記載する一生物学者のための実際的な分類手順一.―ジユ

デイス E。 ウインス トン (著 )。 馬渡峻輔・柁原 宏 (訳 ).

2008。 新井書院,東京.653 pp.ISBN978… 4…903981-00-0。

7,800円 (税 別)◆ 本書は1999年 に出版されたJudith Eo Win―

stOnの 「Describing species:practical taxonomic procedure for bi―

ologists」 の訳本で,「序論」,「種を認識する」,「種の記載の

執筆」,「種の記載を超えて」の4部から構成されている。本

書では新種記載の基本的な手順を,新種の発見から文献調査 ,

分類学的考察,記載,そ して出版にいたるまで丁寧に説明し

てある。記載例では原書の英文を残して日本語の記載と対応

させているため,実際の記載方法が理解しやすい。また,最

終部「種の記載を超えて」には「亜種」。「属レベルの記載と

リビジヨン」・「検索表」などの章が設けられ,単 なる種の記

載を超えた,発展的な内容が含まれる.各章の参考文献は事

項別にまとめられ,イ ンターネットのサイトなども紹介され

ている。したがつて,必要な情報に容易にアプローチできる.

種の記載の実際が基礎から応用まで理解でき,分類学に携わ

る学生にはおすすめの1冊である. (片 山英里 )

(旧小城郡芦刈町)在住の陣川武彦氏によつて1999年 9

月28日 に漁獲された,尾叉長 301■mの コウライマナガ

ツオ2″ρtts θθttJκOgα s″θrである.同氏から,マナガツオ

乃η s′α″ε
"′

JssJ“πsと は形態の異なる類似種がときお

り漁獲されることを聞き,確認のため標本採集を依頼 し

た筆者の一人の求めに応 じて提供されたものである.こ

の標本は,中坊 (2000)が コウライマナガツオの特徴 とし

て記 しているとおり,波状のリッジ域が後頭部にしか形

成されていない.ま た,有明海で多 く漁獲されるマナガ
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図1.有明海奥部六角川沖で1999年 9月 28日 に採集さ
れた尾叉長301nmの コウライマナガツオ.

ツオに較べ,下顎が明らかに小さいことでも同定は容易

である.

陣川氏はマナガツオと明らかに異なるマナガツオ類稚

魚も漁獲 し,標本の提供を受けた佐賀県有明水産振興

センターが,「マナガツオと異なる種のマナガツオ科魚

類の稚魚」として報告している (鷲尾ほか,1996).さ
らに,同氏から提供された成魚の標本処理に当たった同

センターの当時の研究員カリロ巣の成熟を確かめた.提供

された稚魚は,すでに成魚の形態に近い段階にまで成長

を遂げており,その形態に種の特徴が表れていたことか

らコウライマナガツオと同定したが,こ れらの事実は報

告されていない (鷲尾真佐人氏私信).残念なことに,

いずれの標本も当事者の配置が転換された後に処分さ

れ,残っていない.陣川氏によると,コ ウライマナガツ

オは成魚・稚魚ともに近年は漁獲されなくなっている.

筆者らは2006年 の607月 に数回の市場調査を行い
,

2007年 にあんこう網の便乗調査を行ったが,マナガツオ

しか確認されず,コ ウライマナガツオを見ることはなか

った.本標本は,国立科学博物館に所蔵されている

(標本番号 :NSMT― P91169).

有明海の地方名で “まながた"と 呼ばれるマナガツオ

は,有明海の主要な漁獲対象種で,主 に6-8月 に成熟個

体が “まながた網"と いう伝統的な “流し刺網"で漁獲

されるほか,定置網でも漁獲されている.成魚はそれ以

外の季節には有明海でごくまれにしか漁獲されないこと

と,例年809月 に稚魚が湾奥部の河口域で漁獲される

こと (田 北ほか,2003)か ら,湾外から産卵のために有

明海に来遊し,産卵後,湾外に去る産卵回遊を行って

いると考えられている (田北,1980)。 しかし, これま

でに有明海内でマナガツオの卵と仔魚の分布調査は行わ

れてなく,産卵場も特定されていない.

コウライマナガツオは渤海から東シナ海に至る海域に

生息している (山 田ほか,2007).わ が国の周辺海域に

おける生息や定常的な出現は知られていないが,青森県

下北半島で僅かな個体の一時的な出現は記録されている

(野村・塩垣,1992).有明海における本種の出現は
,

他海域における記録と同様に,長江からの大規模な出水

という偶発的な条件で卵や仔稚魚が大陸沿岸から流され

た結果という考えがある (山 田ほか,1998).し かし,

成熟個体と稚魚が過去には例年のように有明海で漁獲さ

れていたことが観察力に優れた漁業者や現場の研究機関

で言われており,マナガツオ産卵群の来遊は現在も続い

ている.こ のような事実から見ると,有明海におけるコ

ウライマナガツオの出現は大陸沿岸からの偶発的な移送

によるものではなく,小規模ながら産卵個体が湾外から

来遊したもので,それが少なくとも199o年代終わりまで

続いた後,何らかの状況の変化で途絶えたと筆者らは考

ぇている.

有明海にはわが国の他海域にはいない7種の特産魚が

分布する.それらは,いずれも主に湾奥部の浅海と干潟

およびその海域に流入する河川の感潮域に生息する.そ
のような特産魚種以外 にも,コ イチ Mbθα α′勿%紹

(MeneZes et al。 ,1990)や スズキZαた。ルb傷″ 鋼Jε%S(横

川,2002)は ,同種が国内に分布してはいるものの,遺
伝的に特異な存在であることが分かっている.シ ログチ

ルκκαttJα α
"κ

″たは,わが国沿岸に広 く分布 している

が,有明海及び隣接の橘湾 (別 名,千々石湾)に分布

する系群は,他の海域の同種と異なる系群である(Yama…

guchi ct al.,2004).こ れら3種 は,特産魚種に準じて扱

うべき貴重な存在であるが,繁殖や越冬のために有明海

内または有明海と隣接の海域を広 く回遊する点で特産7

魚種と異なっている.コ ウライマナガツオは,わが国の

海域の中で有明海のみに来遊し産卵していた可能性が考

えられ,特産種7種 とも上記の準特産3種 とも異なるタ

イプの特産種と言える存在であったのではないだろうか.
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類相.佐賀県有明水産振興センター研究報告,17:7-10。

(田 北 徹 Toru Takita〒 852-8063長 崎市北栄町 18-8

e‥mail:t―takita@knd.big10be.nejp;山 口敦子 Atsuko Yama―

guchi:〒 85歩8521長崎市文教町 1-14 長崎大学水産

学部 )
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編集委員会からのお知らせ

「魚類学雑誌投稿規定」の改訂

「2.投稿論文の内容」がより個別具体的になりまし

た.改訂版では関連分野を列記しています.ご参照くだ

さい.

「原稿作成上の注意」の変更

「3.学名とその著者名」に変更があります.「学名は
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2009年度年会のお知らせ

2009年度年会の予定をお知らせします.詳細は2009年 5月 に

出版される魚類学雑誌56巻 1号に掲載します.

期  日:2009年■0月 9日 (ζ≧)-10月 12日 (月 )

9日  編集委員会 。評議員会

10-12日  研究発表会・シンポジウム

会 場 :東京海洋大学品川キヤンパス

〒108-8477東 京都港区港南牛5-7

シンポジウム・セッションの申し込みについて

2009年度年会でシンポジウムまたはセッションを計画されて

いる会員は下記の要領で申し込み書類を作成し,電子メールで

事務局までお送りください.会場および日時の制約上多数の申

し込みがある場合には調整を計りますので,あ らかじめご了承

下さるようお願いします。セッシヨンの主旨については魚類学

雑誌45巻 2号の会記を参照してください。

なお,2009年 度のシンポジウム・セッションは,10月 12日

原稿ではイタリック体にせず,下線を引いて示す」が

「学名は原稿ではイタリック体または下線を引いて示す」

に改められました.

ルλ″わη:鋸iCαJ Rωιακλへの電子投稿 0査読システムの導

入

2009年 1月 よりIc・乃″夕θ′磐jεαJ Rcscα κ力で電子投稿 0

査読システムの運用を開始いたします.電子投稿・査読

システム (Editorial Manage⇒ 導入後,論文の投稿・査読

過程はすべてweb上のシステムで管理されます.ご自分

が投稿 した論文の情報はEdito五al Mmagerに アクセスす

れば, どこからでもご確認いただくことができるように

なります.2009年 1月 以降,た滋りθJagJθ αJ Rωθακ力への

投稿は,Editorial Managerを ご不U用 ください.

訂正とお詫び

魚類学雑誌 55巻 1号 の目次に誤 りがあ ります。本論

文3番 目のタイ トルに「ウマズラカワハギ」 とあります

が,こ れは誤です。「ウマヅラハギ」が正です.訂正 し,

お詫び申し上げます .

会 記・ PrOceedings

(月 )の午後のみとなりますので,ご注意ください

申 込 先 :〒 759-6595下 関市永田本町2-7-1

水産大学校生物生産学科

日本魚類学会庶務幹事 高橋 洋

TEL:083-286-511l FAX:083-286-7435

e…mail:hiroshi@nSh… uoacjp

必要事項 :(1)和 文標題,(2)英文標題,(3)企画者氏名,(4)趣

旨説明 (1000字 以内),(5)演者と演題,(6)連絡先

住所 0氏名 (電話, ファックスおよびc…mail)。 な

お,標題や演者・演題は暫定案でも結構ですが,内

容が明瞭にわかるようにして下さい。ただし,実施

時の内容と大きく異なる暫定案を作成することは避

けて下さい.

申込締切 :2009年 1月 31日

2008年度年会

2008年 度年会が2008年 9月 20日 (土 )-9月 23日 (火 ・祝 )

に愛媛大学城北キャンパスにおいて開催され,以下の会合があ

った.


